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みんな待ってたお祭り開催

久
し
ぶ
り
の
お
祭
り
を
満
喫

こ
れ
か
ら
も
参
加
し
ま
す

 皆さんお祭りを楽しんでいる
様⼦が伝わってきました。⼦ど
もたちと焼き⿃をおいしく⾷べ
ました。

 久しぶりの塙でのお祭りはと
ても楽しめました。⼦どもたち
はパターゴルフや輪投げを楽し
みました。

 16 種類のメダカを
販売し多くの⽅が来て
くれました。道の駅は
なわに出店したとこ
ろ、知り合いに声をか
けてもらって秋まつり
に参加しました。地元
塙での催しで、つなが
りができ、嬉しいで
す。今後も参加したい
です。

鈴木 玲
れ な

奈 さん（上石井）㊧

大越 美
み き

樹 さん（台宿）㊨

雅
みやび

めだか
近藤　勉

つとむ

さん（川上）

みんなで集まれるっていいね

お祭りの食べ物っておいしいよね太鼓の演奏 プロボクシング第 35 代日本スーパーバンタム級王座にミット打ち

お祭り楽しい

写真㊧㊦ たくさんの方が訪れた秋まつり
写真㊨風船が欲しい欲しい欲しい

はなわの秋まつり
　町の一大イベント塙町産業祭に替わる「はなわの秋ま
つり」が 10月 30 日（日）に塙郵便局前から大町バス
待合所前で開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で産業祭が廃止され
て 3年。町のお祭りやイベントなど次々中止され、久々
の大きな催しに多くの来場者が訪れました。来場者は
太鼓・篠笛演奏やバルーンアートなどのストリートパ
フォーマンス（大道芸）を楽しみ、キッチンカーの食べ
物、塙産新鮮野菜を買い求め、子どものための輪投げや
クジなどを楽しみ、秋まつりを満喫しました。



笹
原
⼩
学
校
創
⽴
１
５
０
周
年
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　笹原小学校は，明治６年（１８７３年）３月１日に、賢瑞院を借り受けて開校し、明治

２０年に「川上尋常小学校」、明治２６年に「笹原尋常小学校」、昭和２２年に「笹原小学

校」と改称されました。その後、昭和４０年に丸が草分校の廃止・統合、昭和４６年に

田代分校の廃止・統合、昭和５１年に大蕨分校の廃止・統合、昭和５３年に木野反分校の

廃止・統合が行われ、平成元年に、現在の校舎が完成しました。更に、平成１５年に那

倉小学校の廃校・統合、平成２４年に片貝小学校・矢塚分校の廃校・統合があり、現在

の塙町立笹原小学校に至ります。そして、令和５年３月１日に１５０周年を迎えるまで、

約４３００人の卒業生を世に送り出し、地域の皆さんと共に歩んできました。

　　明治　６年　３月　１日　　川上村賢瑞院に開校

　　　　１１年１１月２３日　　川上字堀之内１７６番地に新校舎建築移転

　　　　２０年　４月　１日　　川上尋常小学校と改称

　　　　２６年　５月  １日　　笹原尋常小学校と改称

　　　　２７年　５月　６日　　川上字馬場７７番地に校舎新築移転

　　昭和２２年　４月　１日　　笹原小学校と改称

　　　　４０年　３月３１日　　丸が草分校を廃し、笹原小学校に統合

　　　　４６年　３月３１日　　田代分校を廃し、笹原小学校に統合

　　　　５１年　３月３１日　　大蕨分校を廃し、笹原小学校に統合

　　　　５３年　３月３１日　　木野反分校を廃し、笹原小学校に統合

　　平成　元年　４月３０日　　笹原小学校校舎改築落成式

　　　　１５年　３月３１日　　那倉小学校を廃し、笹原小学校に統合

　　　　２４年　３月３１日　　片貝小学校・矢塚分校を廃し、笹原小学校に統合

　　令和　４年１１月１２日　　創立１５０周年記念式典
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一
人
一
人
が
主
役
の
笹
原
小
学
校　

　
　
　
　

１
５
０
年
記
念
式
典
開
催

笹原弘法太鼓を演奏

児童や関係者が出席して行われた記念式典

児童代表あいさつ

11
月
12
日
（
土
）
、
笹
原
小

学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式

典
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
笹
原
小
学
校
は
明
治
６

年
３
月
１
日
に
地
元
の
寺
院
・

賢け
ん
ず
い
い
ん

瑞
院
を
借
り
て
「
川
上
小
学

校
」
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

郡
内
で
は
棚
倉
小
学
校
に
次
ぐ

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
児
童
は
約
１
５
０
人

で
学
区
は
川
上
、
塙
、
上
渋
井
、

堀
越
、
西
河
内
、
鮫
川
村
の
渡

瀬
ま
で
の
広
範
囲
に
渡
っ
て
い

ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
兼
子
知
久

校
長
の
式
辞
や
鈴
木
則
隆
実
行

委
員
の
あ
い
さ
つ
、
歴
代
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
へ
の
感
謝
状
贈
呈
や
、

来
賓
祝
辞
、
児
童
を
代
表
し
て

６
年
生
の
高
木
乃の

あ愛
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
生
（
61
人
）
で

伝
統
の
笹
原
弘
法
太
鼓
・
笹
原

川
上
太
鼓
を
演
奏
し
、
式
典
に

花
を
添
え
ま
し
た
。　

笹原小学校の歴史

ササリンドウを
図案化した校章

笹原小学校１５０周年を記念して
時代の変遷と共に歩んできた本校

の教育は、社会情勢の変化、教育制

度の改革など、激動する社会の流れ

に適応し、幾多の苦難を乗り越えな

がら、輝かしい校風を築いてきまし

た。各時代の目指す最高の理想を教

育に求め、努力してこられた先人に

対し、深く敬意を表します。

　日々の教育活動推進にあたって、ＰＴＡをはじめ地

域の皆さんの温かいご理解とご支援をいただき、教職

員一同、心より感謝申し上げます。今後も、地域と共

にある学校として、連携を密にしながら、本校児童の

教育になお一層の努力を重ねてまいります。

笹原小学校創立１５０周年、まこ

とにおめでとうございます。１５０

年前、明治６年３月１日に賢
けんずいいん

瑞院で

川上小学校が開校しました。縁あっ

て創立１３０周年（平成１５年３月）の

とき、私がＰＴＡ会長でした。現在、

演奏されている笹原川上太鼓は、そ

の時に発表された太鼓です。

現在も先生方、児童、地域の方々

によって受け継がれています。最後に伝統と歴史に輝く

笹原小学校がずっと続きますようお祈り申し上げます。

１５０年という歴史の中には

多くの小学生や先生方、地域

の方々の活動があったと思い

ます。この笹原小学校で、私

はコンニャク栽培やダリア栽

培、和太鼓演奏など、たくさ

んの伝統的な活動をしてきま

した。どの活動も、他の学校

ではあまり取り組まれてない

活動ばかりです。長い歴史や伝統が引き継がれ

てきたこの笹原小学校で、これからも地域の

方々とのつながりを大切にし、これまで引き継

がれてきたことを、全校生で大切にしながら、

より良い笹原小学校にしていきたいです。

笹原小学校が創立１５０周年

を迎えられたことに実行委員を

代表してお祝いとお礼を申し上

げます。先生方と保護者、地

域の皆さんの協力があって子ど

もたちの健全育成に努められて

きたことに深く敬意を表します。

　これからも子どもたちの未

来のために努力します。  

　また、記念式典にご協力い

ただきました多くの方に心よりお礼申し上げます。

笹原小学校校長

兼
かねこ

子 知
ともひさ

久さん

賢
けんずいいん

瑞院住職

岩
いわい

井 義
ぎどう

道さん

（第２５代ＰＴＡ会長）

笹原小学校６年

高
たかぎ

木 乃
の あ

愛さん

笹原小学校１５０周年 
実行委員長

鈴
すずき

木 則
のりたか

隆さん

（第４５代ＰＴＡ会長）



塙小学校６年　吉本 うららさん

塙小学校６年　青砥 佑
ゆうしゅん

隼さん 笹原小学校６年　小峰 俐
り く

玖さん

男らしさ　女らしさって？　性別に関係なく
　その人そのものを認め　その人らしさを認めよう

「祖父から学んだこと」 「未来へのバトン」

小学生の部　最優秀賞

「あなたらしさ」
　

性
別
で
相
手
の
こ
と
を
決
め

つ
け
て
接
し
て
い
た
自
分
。

　

よ
か
れ
と
思
っ
た
行
動
が
実

は
、
そ
の
人
を
深
く
傷
つ
け
、

差
別
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
男
性
が
メ

イ
ク
の
仕
方
を
教
え
る
動
画
を

観
て
、
そ
の
人
の
生
き
方
そ
の

も
の
を
応
援
し
た
く
な
っ
た
。

　

「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
認
め

る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
差

別
を
な
く
し
、
み
ん
な
を
幸
せ

に
す
る
第
一
歩
。

　祖父と行った釣りから考える環

境問題。

　生き物が住みやすい環境を作れ

るよう行動に移す。

　僕ができることを続けていく。

　講演から学んだ環境問題、自分

が環境を守る方法を調べ家族と３

Ｒ　を実践。

　よりよい社会へ未来へのバトン

をつなぐ。
３Ｒ　・・・リデュース（ゴミそのものを減ら
す）、リユース（何度も繰り返し使う）、リサイ
クル（資源として再利用）
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第３７回 塙町青少年の主張大会

11
月
５
日
（
土
）
、
塙
町
公

民
館
で
「
塙
町
青
少
年
の
主
張

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

町
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校

生
、
８
人
が
日
頃
考
え
て
い
る

こ
と
や
変
え
て
い
っ
た
方
が
よ

い
こ
と
な
ど
を
文
章
に
ま
と

め
、
自
ら
の
思
い
を
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。

　

発
表
は
一
人
６
分
以
内
で
、

自
分
の
意
見
や
希
望
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
か
、
個
人
の
経
験

だ
け
で
な
く
、
社
会
性
が
あ
る

か
な
ど
の
審
査
基
準
で
競
い
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
３
人
の
皆
さ

ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
発
表

者
の
家
族
と
各
学
校
な
ど
の
関

係
者
の
み
が
発
表
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
主
張
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。

自
分
の
考
え
や
調
べ
て
理
解
し
た
こ
と
を
堂
々
発
表

第３７回青少年の主張大会　発表者一覧
（敬称略・発表順）

氏　名 学校・学年 テ　ー　マ

青砥　佑
ゆうしゅん

隼 塙小学校６年生 祖父から学んだこと

小峰　俐
り く

玖 笹原小学校６年生 未来へのバトン

👑最優秀賞 吉本 うらら 塙小学校６年生 あなたらしさ

鈴木　海
かいせい

晴 塙中学校１年生 平和な世界への第一歩

戸井田 泰
たいち

知 塙中学校２年生 飢餓のない世界を創るために

👑最優秀賞 金澤 菜
な な み

々美 塙中学校３年生 個性を大切にするために

青戸　優
ゆ う な

菜 学法石川高校２年生 虐待が残す心の傷

👑最優秀賞 金川　輝
き ら

星 修明高校２年生 塙町の未来と私にできること

意見を発表した児童・生徒の皆さん

自分はこう考え、社会を変える



塙中学校３年　金澤 菜
な な み

々美さん修明高校２年　金川 輝
き ら

星さん

塙中学校１年　鈴木 海
かいせい

晴さん
審査員　学校教育課

有
ありま

馬 光
こういち

一 指導主事
塙中学校２年　戸井田 泰

たいち

知さん学法石川学校２年　青戸 優
ゆうな

菜さん

女性の政治参加を
Ａ
ア ラ イ

ＬＬＹ活動　　ジェンダー平等の世界を
塙町は過疎化や少子高齢化が深刻な問題

「平和な世界への
　　　　第一歩」講　評

「飢餓のない世界を
　　　創るために」「虐待が残す心の傷」

中学生の部　最優秀賞

「個性を大切にするために」
高校生の部　最優秀賞

「塙町の未来と私にできること」

Ｌ
エ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

Ｇ
Ｂ
Ｔ　

や
性
差
別
、
「
差

別
に
な
る
よ
う
な
言
動
は
し
な

い
」
。
「
個
人
の
自
由
」
が
尊
重
さ

れ
る
世
の
中
を
実
現
す
る
た
め

に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

授
業
で
祖
父
が
携
わ
る
林
業
の

現
状
と
課
題
を
学
び
、
町
や
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

町
の
林
業
を
活
性
化
す
れ
ば
、

雇
用
を
生
み
、
町
が
活
性
化
し
、

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
の
進
行
が

解
決
す
る
。

　

工
学
部
に
進
学
し
、
人
間
の
手

を
助
け
て
く
れ
る
機
械
を
作
り
、

林
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
。

　一人一人が世界で起こっている

出来事を自分の問題として考える

こと、平和のために正しい判断で

行動を起こすことが重要。

　発表者の皆さんは、学校の生活
や自分の経験を通して、自分を取
り巻く社会を見つめ、課題解決に
向けて自分の考えを持ち、行動し
ています。その考えや行動が聴衆
の皆さんに感動を与えてくれまし
た。

　自分勝手な行動や考えが食品ロ

スを増やす。

　ご飯を残さず食べていますか。

毎日ご飯を食べられることが当た

り前だと思っていませんか。

　将来、大学で心理学を学びたい。

心理士になって児童虐待などで苦

しむ子どもを一人でも多く救いた

い。

Ｌ
エ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
・
・
さ
ま
ざ
ま
な
性
的
少
数
者

の
う
ち
、
代
表
的
な
「
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、

バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

の
４
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
総
称

Ａア

ラ

イ

Ｌ
Ｌ
Ｙ
・
・
・
英
語
の
「
同
盟
、
支
援
」

を
意
味
す
る
「
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
」
を
語
源
と
す
る
言

葉
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
・
セ
ク
シ
ャ

ル
な
ど
、
性
的
少
数
者
を
理
解
し
支
援
す
る
人

た
ち
の
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
考
え
方

審査を終えて
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　ぼくのパパはサンタクロース。パパと過ごす

のは楽しいけどクリスマスにパパと過ごすこと

はできない。だから秋の終わりに一番星に『今

年のクリスマスはパパと一緒に過ごせますよう

に』って願いをかけた。すると・・・。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す

る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
月
も
、
そ

の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予
約
で
き

ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

ク
リ
ス
マ
ス
の
本

12 月の
テーマ

「リトルサンタ」

丸山 陽子／作
　（ＢＬ出版）

●ものがたり

図書館情報
新 刊 案 内

「仕掛島」

東川 篤哉著
（東京創元社）

　遺言状によって、瀬戸内海

の孤島に集められた名士の一

族。その島で次々に起こる奇

怪な事件の果てに驚
きょうがく

愕の真相

が・・・。

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・午前１０時から午後５時まで
■休館⽇ ５⽇（⽉）、12⽇（⽉）、19⽇（⽉）、
     26⽇（⽉）。
     12 ⽉29⽇（⽊）から１⽉4⽇（⽔）まで年
     末年始のため休館します。

【図書館の開館・休館情報 1２⽉】

健康推進だより 89
健診を受け忘れた方へ

 町の健診や職場の健診を受け忘れた⽅や都合で受けられなかった⽅、健診を希望する⽅の申し込みを受

け付けます。定員になり次第締め切りますので、早めにお申し込みください。

１．受 診 期 間  令和 5 年 1 ⽉ 4 ⽇（⽔）〜 2 ⽉ 28 ⽇（⽕）の平⽇のみ

２．場所と内容

・塙厚⽣病院・・・特定健診 （40 歳から 74 歳までの国保の⽅のみ）、肺がん検診、結核検診（無料）、

          胃バリウム検診、⼤腸がん検診（有料）

 ・⾞ ⽥ 病 院・・・特定健診（40 歳から 74 歳までの国保の⽅のみ）

３．申 込 期 間 12 ⽉ 12⽇（⽉）から 12 ⽉ 16⽇（⾦）まで電話で受け付けます

        （健康福祉課健康推進係 ☎４３- ２１１５）

健診を受け忘れていませんか。今年最後のチャンスです

問い合わせ先　健康福祉課　健康推進係　☎４３－２１１５

特定健診 ・・・特定健康診査のことで、問診・⾝体測定・⾎圧測定・⾎液検査・尿検査など。
        メタボや⾼⾎圧、糖尿病などの⽣活習慣病を早期発⾒し、早期対策に結び付けるのが⽬的
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丘光が丘
―福島県⽴塙⼯業⾼等学校だよりー Vol.56

からの

挑戦

　塙工業高校へのご意見・ご感想・応援メッセー
ジなどをお待ちしています。
■福島県立塙工業高等学校

　☎０２４７-４３-２１３１　

　Mail：hanawa-th@fcs.ed.jp
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⽉
６
⽇︵
⽇
︶︑﹁
永
遠
に
残
す

こ
の
瞬
間
を
〜
光
が
丘
に
咲
く
夢
と

希
望
〜
﹂を
テ
ー
マ
に
光
が
丘
祭︵
⽂

化
祭
︶
を
⼀
般
公
開
し
開
催
し
ま
し

た
︒
ク
ラ
ス
や
部
活
動
︑
各
学
科
が

趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
を
⾏
い
ま
し

た
︒
４
０
０
⼈
を
超
え
る
皆
さ
ん
が

来
て
く
れ
ま
し
た
︒

﹁
光
が
丘
祭
を
終
え
て
﹂

 
 
 

電
⼦
科
３
年 

鈴
⽊
雅㔾

㔕
㕄也

︵
⽣
徒
会
役
員
写
真
・
後
列
中
央
︶

 

塙
⼯
業
⾼
校
の
最
後
の
⽂
化
祭
が

開
催
で
き
︑
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
︒
昨
年
同
様
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実

施
で
厳
し
い
状
況
の
中
︑
開
催
し
ま

し
た
︒
⼼
の
中
で
は
公
開
し
て
も
来

場
者
が
ど
の
く
ら
い
か
な
ど
不
安
な

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
︒
当
⽇
は
︑

と
て
も
多
く
の
⽅
々
に
来
て
も
ら

い
︑
喜
ん
で
も
ら
え
る
様
⼦
を
拝
⾒

し
︑
⼤
成
功
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
︒

 

こ
の
⽂
化
祭
で
ご
⽀
援
い
た
だ
い

た
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
皆
さ
ん
に
塙

⼯
業
⾼
校
の
思
い
出
を
残
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

 

今
後
の
学
校
⽣
活
も
最
後
ま
で
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
︒

 

第
19
回
光
が
丘
祭
を
応
援
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま

す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

最
後
の
文
化
祭
が
開
催

■⽣徒会の動画を要チェック︕
　学校のＰＲや紹介動画をインター
ネットで公開しています。順次配信
していきますので、本校ホームペー
ジよりご覧ください。 ＱＲコード

生徒会役員の皆さん

◇第９回宇宙エレベーターロボット競技会 に
 出場して

電⼦科３年 ⻑
㔪 㔋 㔌

⽊ 美
㔿 㕆 㔄

優
 私たち課題研究班３⼈は、１０⽉２⽇（⽇）に
秋⽥県湯沢市で⾏われた宇宙エレベーターロボ
ット競技会東北⼤会のグローバル中⾼⽣部⾨ 
で優勝という成績を収めました。全国⼤会に向
けてロボットの改良やチームワークを⾼めて努
⼒をしてきました。
 １１⽉３⽇（⽊祝）に神奈川⼤学（神奈川県横
浜市）で⾏われた全国⼤会では、宇宙ステーショ
ンまでの⾼さと制限時間との戦いに果敢に挑み
ましたが、もう⼀歩届かずに結果を残せません
でした。これまで担当してくれた先⽣⽅の⽀え
もあり、貴重な経験をすることができました。

オープニングを飾った和太鼓部

■東北大会優勝、全国大会へ

宇宙エレベーター競技会全国大会に出場（中央が長木さん）

宇宙エレベーターロボット競技会…ロボットを製作
し、プログラミング・創造⼒など宇宙事業エンジニア
の育成に繋がる課題解決型学習で競技会で、軽量のロ
ボットを製作し地上駅から地上５㍍に設置された宇宙
ステーションにピンポン球を運び降ろし、ポイントや
タイムを競う競技

グローバル中⾼⽣部⾨・・・地上から２段宇宙ステー
ションにピンポン球Ａを運ぶ。２段宇宙ステーション
の上段に置いてあるピンポン球Ｂを地上まで運び、再
び地上に戻り、競技時間内になるべく多く、安全に運
ぶ



地
域お こ し

Iwami Maiko

　

私
が
塙
町
に
来
て
か
ら
、
３
年
が
経
ち

ま
し
た
。
ダ
リ
ア
の
こ
と
も
、
町
の
こ
と

も
、
何
も
わ
か
ら
な
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
、

そ
ん
な
私
の
こ
と
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ

さ
り
、
ダ
リ
ア
栽
培
の
こ
と
、
塙
町
で
の

生
活
の
こ
と
を
、
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

12
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
私
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
。
そ
の
頃
、
台

宿
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
ま
だ
ダ
リ
ア

が
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス

の
中
だ
か
ら
、
こ
ん
な
寒
く
て
も
咲
い
て

い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ス
ト
ー

ブ
で
ハ
ウ
ス
内
を
温
め
、
栽
培
し
て
い
ま

し
た
。
寒
く
な
る
夜
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
電

源
を
入
れ
に
来
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
農
業
は
夏
の
暑
さ
や
害
虫
、
病
気
と

の
戦
い
だ
け
で
は
な
い
の
だ
な
と
気
づ
い

た
の
と
同
時
に
冬
も
暖
房
を
つ
け
て
い
れ

ば
、
花
を
育
て
ら
れ
る
と
い
う
期
待
も
膨

ら
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
寒
さ
が
厳
し

く
な
る
と
、
ダ
リ
ア
は
霜
の
影
響
で
、
や

む
な
く
終
了
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
球
根
の

掘
り
起
こ
し
と
、
分
球
の
作
業
で
す
。
ひ

た
す
ら
単
調
な
作
業
で
し
た
が
、
同
時
進

行
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
ベ
ビ
ー

リ
ー
フ
の
栽
培
が
経
験
で
き
ま
し
た
。
ダ

リ
ア
の
農
閑
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
農

作
物
に
触
れ
て
い
ら
れ
る
充
実
し
た
時
間

で
し
た
。

　

２
年
目
に
な
る
と
、
町
の
皆
さ
ん
に
顔

を
覚
え
て
も
ら
い
、
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
り
、
ふ
れ
あ
う
機
会
が
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
夏
の
暑
さ
で
思
う
よ
う
に
作
業
が

で
き
ず
、
行
き
詰
っ
て
い
た
時
、
「
ダ
リ

ア
、
本
当
に
キ
レ
イ
だ
ね
」
「
い
つ
も
頑

張
っ
て
い
る
ね
」
「
暑
い
時
間
は
、
仕
事

を
し
な
い
。
ど
う
し
て
も
や
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
時
は
、
必
ず
水
分
補
給
を
し
て
、

日
影
を
う
ま
く
活
用
し
て
仕
事
を
す
る
ん

だ
よ
」
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
応
援
の
言
葉

が
、と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
場
の
草
む
し
り
、
施
設
整
備
な
ど
、
手

に
負
え
ず
に
諦
め
か
け
て
い
た
時
に
、
手

を
貸
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
協
力

の
お
か
げ
で
ダ
リ
ア
を
咲
か
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

３
年
目
は
、
畑
の
規
模
を
縮
小
し
、
植

え
付
け
数
も
少
な
く
し
て
、
質
の
良
い
ダ

リ
ア
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

手
が
届
く
範
囲
で
、
一
本
一
本
手
を
か
け

て
大
事
に
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
形
が
よ

く
な
い
、
長
さ
が
足
り
な
い
な
ど
で
出
荷

で
き
な
い
ダ
リ
ア
を
減
ら
そ
う
と
始
ま
っ

た
最
後
の
一
年
。
畑
を
縮
小
し
た
こ
と
で
、

病
害
虫
の
発
生
時
の
消
毒
や
日
々
の
手
入

れ
な
ど
、
前
年
に
比
べ
る
と
よ
り
細
か
く

観
察
し
、
良
質
の
ダ
リ
ア
が
育
て
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ダ
リ
ア
と
向
き

合
え
た
一
年
で
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
３
年

間
。
ダ
リ
ア
に
関
わ
っ
て
、
栽
培
方
法
を

学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な
経

験
と
時
間
で
し
た
。
た
だ
、
「
塙
町
の
ダ

リ
ア
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
自
分
か
ら
行
動

で
き
ず
消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
申
し
訳
な
い
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
町
の
皆
さ
ん
は
あ
た
た
か
く

最
後
ま
で
見
守
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
心
優
し
い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
た
塙

町
で
３
年
間
生
活
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
っ

た
こ
と
、
お
世
話
に
な
っ
た
ご
恩
は
忘
れ

ま
せ
ん
。
次
に
ど
こ
に
住
む
か
、
何
を
す

る
か
決
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
花
の
栽

培
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
で
す
。
そ
う

思
え
た
の
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
ま
た
来
年
、
ダ
リ
ア
の
季
節
に
塙
町

に
遊
び
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
３
年

間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
た
た
か
な
塙
の
皆
さ
ん
に

助
け
ら
れ
た
３
年
間

特別編

協力隊体験記

元塙町地域おこし協力隊

岩見 麻衣子（いわみ・まいこ）

福島市飯坂町出⾝の３４歳。花にという関わる仕事がしたいと
思っていたところ、インターネットで偶然塙町の地域おこし協
⼒隊の活動が⽬に留まり、協⼒隊に応募。台宿のハウスでダリ
アを育てダリアの町をＰＲしていた。

　

令
和
元
年
12
月
２
日
、
福
島
市
出
身
の
岩
見
麻
衣
子
さ
ん
が
塙
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
３
年
が
経
ち
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
岩
見
さ
ん
に
、
塙
町
で
の
暮
ら
し
や

今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

Ｍ
エムケー

Ｋ組合の皆さんと餅つき

ダリアの花を収穫した
岩見麻衣子さん
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町長から委嘱状を交付される岩見さん（１年目）

岩見さん㊧と指導する本多永
えいのり

典さん ダリアのキャンドルと岩見さん たくさんの方の支えがあってダリア栽培ができました

ダリアの消毒中の岩見さん
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１．職員数と任免の状況   
●部門別職員数の状況（４月１日時点）

部　門　名 職　員　数 対前年度
増減数 主な増減理由令和 2年度 令和３年度 令和４年度

一般行政部門 ７５人 ７３人 ７０人 △３ 退職
特別行政部門（教育） ２７人 ２９人 ２９人 　０
公営企業等会計部門 １４人 １４人 １４人 　0
合 　 計 １１６人 １１６人 １１３人 △３
※職員数は、一般職に属する職員数です。

●職員の採用と退職の状況（令和３年度）

区　　　分 採　用
退　　　　職

定　年
（任期満了） 勧　奨 その他 合　計

一 般 職 ７人 ８人 １人 １人 １０人
合 　 計 ７人 ８人 １人 １人 １０人

３．職員の給与の状況

●人件費の状況（普通会計）
住民基本台帳人口

令和４年 3月 31 日現在 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率
（Ｂ/Ａ）

８,２６４人 ７３億７,６２５万円 １１億２８５万円 1４.９%
※人件費には、特別職に支給される報酬なども含まれます。

●職員給与費の状況（令和４年度当初予算・普通会計）

区　分 給　与　費
給　料 期末・勤勉手当 その他の手当 計

令和４年度 3億９,５７０万円 1億５,０２３万円 ６,０５５万円 ６億６４８万円

●特別職の報酬などの状況（令和４年４月１日現在）
区　分 報酬月額 期末手当
町　　　長 ７８０,０００円

令和３年度支給実績
３.２０月分副　町　長 ６２４,０００円

教　育　長 ５８９,０００円
議　　　長 ２８２,０００円

令和３年度支給実績
３.１０月分副　議　長 ２１６,０００円

議　　　員 １９８,０００円

●職員の平均年齢、平均給料月額と平均給与
　月額の状況（令和４年４月１日現在）

区　分 一般行政職
平 均 年 齢 ４１歳４月
平 均 給 料 月 額 ３１６,６００円
平 均 給 与 月 額 ３６８,９００円

●初任給と経験年数別・学歴別平均給与月額の状況（令和４年 4月 1日現在）
区　分 初任給 経験年数

採用２年経過後 １０年 １５年 ２０年

一 般 行 政 職 大学卒 １８６,５００円 １９８,１００円 ２４９,０００円 ２９３,８００円 ３２６,６００円
高校卒 １５３,９００円 １６２,４００円 ２１８,８００円 ２４９,０００円 ２９３,８００円

２．人事評価の状況

●主な手当の種類とその内容

期末・勤勉手当
（一般職）

○期末手当　２．３５月分　　　　　　　　　　　年間４.２５月分を２回に分けて支給します○勤勉手当　１．９０月分  
※役職加算５％～１５％

退 職 手 当
勤続 35 年の場合
○自己都合　　３９.７５７５月分
○勧奨・定年　４７．７０９月分

時間外勤務手当 ○令和３年度支給実績４,１５３万円
○令和３年度職員１人当たり平均支給年額　４５６,４０８円

扶 養 手 当
○配偶者・・・６,５００円　
○扶養親族たる子・・・１人につき１０,０００円
　（15 歳から 22 歳の該当は 1人につき５,０００円加算）
○扶養親族たる父母など・・・１人につき６,５００円

住 居 手 当 ○借家借間・・・２８,０００円上限

通 勤 手 当
○交通機関などの利用者・・・６４,０００円までは全額、６４,０００円を超えた場合、
　その超えた額の 1/2 の額を６４,０００円に加えた額 
○自動車等使用者・・・通勤距離に応じて、２,５００円～５７,８００円

特 殊 勤 務 手 当
○危険、不快、不健康または困難な業務に従事する職員に対して支給
　行旅死病人取扱手当１日５,０００円、　防疫作業手当１日５００円、防疫作業手当（コ
　ロナウイルス感染症特例該当の場合）作業内容に応じて 3,000 円～ 4,000 円（令和
　3年 3月新設）、除雪作業手当　時間に応じて 2,000 円から 5,000 円

管 理 職 手 当 ○職に応じた額（定額）32,000 円から 60,000 円 

４．職員の勤務条件の状況

●勤務時間
１週間の正規の勤務時間 ３８時間４５分
１日の正規の勤務時間 ７時間４５分
開始時刻 午前８時３０分
終了時刻 午後５時１５分
●休暇制度

休暇の種類 付　与　日　数

年 次 有 給 休 暇
年ごとに２０日間付与され、２０日を超えない
範囲内の残日数は、翌年に繰り越し可能
※令和３年平均取得日数・・・８．１日

主
な
特
別
休
暇

産 前 産 後 休 暇 産前８週間、産後８週間以内 令
和
３
年
実
績

3 人
配 偶者の出産休暇 ３日以内 4人
育 児 休 暇 １日２回各３０分以内 0 人
子の看護のための休暇 ５日以内 0人
ボ ラ ン テ ィ ア ５日以内 0人
結 婚 休 暇 １０日以内 0人
休 暇 忌 引 休 暇 続柄により１～１０日以内
夏 季 休 暇 ５日以内（6月から９月）

８．職員の福祉と利益の保護の状況

　　　　　　　　　　（令和３年度）

●健康診断などの受診状況
区　分 受診者数

定 期 健 康 診 断 １１３人
人 間 ド ッ ク 　　４人

９．公平委員会の業務の状況（令和３年度）

区　分 件　数
勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件

５．職員の分限処分と懲戒処分の状況
　　　　　　　　　　（令和３年度）
●分限処分・・・０件 
●懲戒処分・・・０件  
     
６．職員の服務の状況（令和３年度） 
●服務義務違反・・・０件 
     
７．職員の研修の状況（令和３年度） 
●研修状況

区　分 受講者数
ふくしま自治研修センター ３３人
その他の研修所など ５人

計 ３８人

●育児休業などの取得状況（令和３年度）
令和３年度取得者数

育児休業 部分休業 育児短時間勤務
男 ０人 ０人 ０人
女 ２人 ０人 ０人
計 ２人 ０人 ０人 ●公務災害などの状況

区　分 人　数
公 務 災 害 ０人
通 勤 災 害 ０人

事

行

政

の
運
営
状
況

人
　

塙
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
６
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
令
和
３
年
度
の
職
員
数
や
給
与
、
服
務
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　

総
務
課 

総
務
係　
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３
）
２
１
１
１

ワクチンの準備をする職員

※給料は基本給で、給与には基本給と各種手当が含まれます。

　町では、試行期間を経て平成 28 年度から人事評価制度を導入して、職員の能力開発、
人材育成のツールの一つとして活用し、職員一人一人の能力開発に役立て、職員が能
力を最大限に発揮し組織力を高めることで、より良い行政サービスを町民に提供する
目的です。  
　能力開発を目的とした「能力考課」と目標管理による組織力向上を目的とした「業
績考課」を実施し、評価結果は能力開発と業務改善につなげます。

●会計年度任用職員　の人数（４月１日時点）
区　　　分 令和 2年度 令和３年度 令和４年度

町 長 部 局 ３２人 ５０人 ５８人
教育委員会部局 ６５人 ７０人 ７０人
合 　 計 ９７人 １２０人 １２８人
　会計年度任用職員…従来の非常勤職員・臨時職員・パート職員にかわる職員。地方
公務員法が適用される一般職の地方公務員。



住民税非課税世帯や家計急変世帯の皆さんへ
支援金を給付します

　電力・ガス・食料品などの物価が高騰しています。特に家計への影響が大きい低所得世帯に「電力・ガ

ス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（価格高騰緊急支援給付金）」を給付します。

令和４年９月３０日現在（基準日）住民登録している世帯のうち

　※①②どちらの世帯も令和４年度住民税が課税されている方の被扶養者のみで

　　構成されている世帯を除きます

１世帯につき５万円を、原則基準日の世帯主の口座に振り込みます。

　※当時の世帯主がお亡くなりの場合は、その後の世帯主へ給付します。

上記①の世帯（非課税世帯）

　　世帯主へ書類を送付しました。内容を確認し、返信ください。

上記②の世帯（家計急変世帯）

　　申請が必要ですので、役場窓口へ来庁するかホームページから申請書をダウンロードして、

　　必要書類を添えてご提出ください。

支給要件の確認や申請書類の審査が終わり次第、１２月中旬頃より順次、口座に振り込みます。

令和５年１月３１日（火）

※年内の支給を希望する場合は、支給手続きの関係から１２月２１日（水）までに書類を提出ください。

◎この給付金は、政府の「物価・賃金・生活総合対策本部」で示された方針に基づいた令和４年度子育て

　世帯等臨時特別支援事業で実施するものです。

【問合わせ先】町民課　課税係・収納係　☎４３－２１１３
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簡単にできる水道管凍結防止対策

水道管の凍結を防止しましょう

令和3年度上水道事業会計の決算の概要をお知らせします

　寒さが厳しくなる冬季 (12 月～２月 ) は、気温が氷点下に下がり、水道管が凍結しやすくなります。
水道管が凍結すると水が使用できなくなり、炊事、入浴、トイレ、洗濯など、生活にさまざまな支障
がでると同時に、予想外の時間や出費なども発生します。早めの凍結防止対策をして冬に備えましょう。

■問い合わせ先　生活環境課　上下水道係・施設係　☎４３－２１４８

＜凍結してしまったら＞
　自然に解けるのを待つか、凍った部分にタオル
をかぶせて、ゆっくりぬるま湯をかけてください。
（熱湯は破裂の危険がありますので絶対にかけな
いでください！）

＜破損してしまったら＞
　水抜き栓で水を止めて、町指定給水装置工事事
業者へ修理の依頼をしてください。

シリーズ　水と暮らす

保温材やタオルな

どを覆い、その上

からビニールテー

プなどを巻いて固

定しましょう。

　令和3年度の決算概要をお知らせします。収益的収入は2億5,731万円（前年度比747,226円増）、
支出は 2億 3,294 万円（前年比 7,731,779 円減）、収支差引 2,437 万円の純利益となりました。
　一方、資本的収入は442万円（前年比442万円増）、支出は9,320万円（前年比10,471,527万円増）、
不足する 8,878 万円は、内部留保資金　から補

ほてん

填しました。

内部留保資金　・・・実際に支出しない費用計上で生じた資金のこと。主に施設整備費用や施設整備に借りた
　　　　　　　　　　借金返済の財源として使う
減価償却費　・・・固定資産の購入費用を使用可能期間にわたって、分割して費用計上する会計処理

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（１世帯・５万円）を給付します

対象世帯

①住民税非課税世帯
　世帯員全員の令和４年度市町村民税（住民税）均等割が非課税の世帯

②家計急変世帯
　①以外の世帯で令和４年中に予期せず収入が急変し、世帯員全員の住民税均等割が

　　非課税である世帯と同様の事情にあると認められる世帯

給付額と給付方法

手続き

支給時期

申請書などの提出期限

電力・ガス・食料品等

価格高騰緊急支援給付金の

ＱＲコード

▶収益的収支 ( 税抜 )‥水道水を供給する経費と財源

収入　2億 5,731 万円
支出　2億 3,294 万円　

運営管理に係る費用運営管理に係る費用
8,680 万円8,680 万円
運営管理に係る費用
8,680 万円

減価償却費減価償却費
1億 3,235 万円1億 3,235 万円
減価償却費
1億 3,235 万円

支払利息など
1,379 万円

収支差引
　2,437 万円（黒字）

水道料金など水道料金など
9,993 万円9,993 万円
水道料金など
9,993 万円

一般会計一般会計
補助金など補助金など
1億 5,738 万円1億 5,738 万円

一般会計
補助金など
1億 5,738 万円

収入 支出

▶資本的収支 ( 税込 )‥施設整備のための経費と財源

支出
借入金の返済借入金の返済
6,853 万円6,853 万円
借入金の返済
6,853 万円

収入不足額収入不足額
8,878 万円8,878 万円
収入不足額
8,878 万円

企業債
他会計負担金
442 万円

収入　 442 万円
支出　9,320 万円

水道管や施設の整備費用水道管や施設の整備費用
2,467 万円2,467 万円
水道管や施設の整備費用
2,467 万円

収入



～塙町生涯学習だより～　１２月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

問い合わせ先

はなわスポーツクラブ通信 1212

ＱＲコード

　毎年恒例８回目の「サンタウォーキング」の参加者を募集しています。約３．５㌔の道の
りをサンタクロースやクリスマスにまつわる仮装で練り歩きます。感染症対策を取り、楽
しく歩きましょう。どなたでも参加できますので、ぜひ、ご参加ください。
【日　　時】１２月１８日（日）
　　　　　 集合　午前 ９時３０分　開始　午前１０時　終了予定　午前１１時３０分
【集合場所】塙町営体育館　西駐車場
【コ ー ス】塙町営体育館西駐車場 出発→磐城塙駅→はなわこども園→
　　　　　 塙町社会福祉協議会→末広町→大町→本町→道の駅はなわ　
【参 加 費】無料
【申 込 先】はなわスポーツクラブ窓口か
　　　　　 電話（☎５７-６５８９）でお申込みください。
　　　　　（当日参加も可能。集合場所にお越しください）
【そ の 他】トナカイなどの仮装で参加できます。衣装がない方
　　　　　 は、赤いものを身につけてご参加ください。
　　　　　（サンタクロースの帽子をお貸しします）
　　　　　 飲み物をご持参ください。

サンタクロースに変身して歩きませんか

熱心に先生の話を聞く保護者

でき立ての焼き芋を食べる子どもたち

月号

ど
う
違
う
幼
稚
園
と
小
学
校

入
学
前
に
子
育
て
講
座
を
開
催

「
子
ど
も
教
室
」

み
ん
な
で
焼
き
芋

　

令
和
５
年
度
小
学
校
入
学

予
定
の
児
童
を
対
象
に
、
11

月
４
日
（
金
）
塙
小
学
校
、

11
月
７
日
（
月
）
笹
原
小
学

校
を
会
場
に
、
就
学
時
健
診

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

健
診
の
後
、
保
護
者
を
対

象
に
子
育
て
講
座
を
開
催

し
、
家
庭
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
県
南
の
会
会
長
の

田た

な

か中
祥し

ょ
う
こ子

さ
ん
を
講
師
に
、

小
学
校
入
学
前
に
幼
稚
園
と

小
学
校
の
生
活
の
違
い
な
ど

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
（
金
）
の
子
ど
も
教
室
は

10
月
に
子
ど
も
た
ち
が
掘
っ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
で
焼
き
芋
を
作
り
ま
し
た
。
町
内

の
紅
葉
の
名
所
・
薬
王
寺
か
ら
い
た
だ

い
た
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
っ
ぱ
や
落
ち
葉
を

集
め
、
台
宿
分
館
の
外
で
火
を
お
こ
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
サ
ツ
マ
イ

モ
を
洗
い
新
聞
紙
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に

包
む
作
業
を
し
、
指
導
員
が
サ
ツ
マ
イ

モ
を
投
入
。
し
ば
ら
く
待
ち
５
カ
所
の

た
き
火
の
中
か
ら
焼
き
立
て
の
サ
ツ
マ

イ
モ
を
取
り
出
し
ま
し
た
。
ア
ツ
ア
ツ

の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
２
つ
に
割
る
と
お
い

し
そ
う
な
黄
色
い
焼
き
芋
が
現
れ
ま
し

た
。
焼
き
た
て
を
頬
張
る
子
ど
も
た
ち
。

「
ホ
ク
ホ
ク
で
お
い
し
い
」
「
甘
く
て
ホ

ク
ホ
ク
」と
大
喜
び
で
完
食
し
ま
し
た
。

末広町のさくらタウンを歩いた昨年のサンタウォーク

目標タイムを上回った落合太陽選手（７区）
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第
34
回
ふ
く
し
ま
駅
伝　

若
い
力
が
集
結
し
た
16
区
間

繰り上げスタートを回避した藤田昌也選手（４区）

　

11
月
20
日
（
日
）
、
第
34
回

市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

が
行
わ
れ
、
塙
町
チ
ー
ム
は
、

５
時
間
53
分
23
秒
と
い
う
タ
イ

ム
で
、
参
加
52
チ
ー
ム
中
総
合

39
位
と
な
り
（
昨
年
は
38
位
）
、

町
の
部
で
は
昨
年
と
同
じ
く
19

位
で
し
た
。

　

中
高
生
が
主
体
と
な
っ
た

チ
ー
ム
は
、
目
標
の
30
番
台
と

い
う
順
位
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

塙
町
チ
ー
ム
は
、
大
会
に
向

け
て
練
習
を
重
ね
、
11
月
４
日

（
金
）
に
チ
ー
ム
の
結
団
式
を

行
い
ま
し
た
。　

　

塙
町
チ
ー
ム
は
白
河
市
の
し

ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク 

(

白
河
市
総
合
運
動

公
園)

 

か
ら
福
島
県
庁
前
ま

で
の
16
区
間
、
95
㌔
を
力
走
し

ま
し
た
。
中
学
生
と
高
校
生
が

中
心
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
チ
ー
ム

で
レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
塙
町
チ
ー

ム
。
４
区
の
藤
田
昌
也
選
手
の

力
走
で
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
を

回
避
、
12
区
の
添
田
悠
翔
選
手

の
快
走
、
16
区
ア
ン
カ
ー
増
子 

魁
選
手
は
40
番
台
で
タ
ス
キ
を

受
け
30
番
台
に
押
し
上
げ
る
走

り
を
見
せ
ま
し
た
。
若
い
力
が

活
躍
し
、
全
員
が
力
を
出
し
切

り
、
３
年
振
り
の
沿
道
の
応
援

に
応
え
ま
し
た
。

塙町チーム紹介（敬称略）

氏　　名 勤務先・学校名（学年）
監　督 大瀧　貴

たかひろ

弘 大栄木材

コーチ 添田　富
とみお

男 大同信号化工

コーチ 羽田　友
ともや

哉 塙町役場

コーチ 菊池　敏
としゆき

幸 エーコー

コーチ 竹元　一
かずし

史 塙中学校教員

１　区 鈴木　梨
り の

希 塙中２年

２　区 齋藤　理
りもん

門 学法石川高１年
３　区 鈴木　貴

たかゆき

之 東京消防庁

４　区 藤田　昌
まさなり

也 白河旭高１年

５　区 金澤　大
たいよう

洋 塙中３年

６　区 羽田　佳
よしと

人 農林中央金庫

７　区 落合　太
たいよう

陽 塙中２年

８　区 石川　晃
こうた

太 塙中３年

９　区 下重　春
はるひ

妃 塙中１年

１０ 区 添田　陽
はると

斗 主将・上武大４年

１１ 区 福本かなさ 学法石川高１年

１２ 区 添田　悠
ゆうと

翔 白河旭高１年

１３ 区 星　　偉
たける

尊 塙中３年

１４ 区 中井淳
じゅんのすけ

ノ介 塙中３年

１５ 区 長島　怜
れ み

魅 塙中２年

１６ 区 増子　　魁
かい

白河高１年

選　手 鈴木　陽
ひりゅう

龍 塙中２年

選　手 石塚　脩
はるき

希 塙中１年

選　手 松本　隼
はやと

和 塙中１年

選　手 山口　柚
ゆずき

季 塙中１年

選　手　舟木　　陸
りく

塙中１年

選　手 金田　奈
な ゆ

夕 塙中２年

選　手 生方ももえ 塙中２年

中高生が力を発揮した塙町チーム（解団式）



222022－12広報広報23 2022－12

※
く
ら
し
の
情
報
に
掲
載
す
る

お
知
ら
せ
は
、
掲
載
時
点
で
の

情
報
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
開
催
や
実
施
が

変
更
・
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
実
施
団

体
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）
ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１
ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６
◆町のホームページアドレス
http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
◆町のメールアドレス
soumu@town.hanawa.fukushima.jp
※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】
総　　務　　課　４３－２１１１
町　　民　　課　４３－２１１３
　　　　　　　　４３－２１１４
健 康 福 祉 課　４３―２１１５
（高齢者支援係）　４３－２２２７
地域包括支援センター　４３－２２２４
農 林 推 進 課　４３－２１１８
ま ち 振 興 課　４３－２１１２
ま ち 整 備 課　４３－２１１７
生 活 環 境 課　４３－２１４８
会　　計　　室　４３－２１４９
議 会 事 務 局　４３－２１５０
農 業 委 員 会　４３－２１１９
学 校 教 育 課　４３－４０５０
生 涯 学 習 課　４３－２６４４
公　　民　　館　４３－０３２０
あぶくま高原美術館　４２－２５１０
図　　書　　館　４３－０８０８
学校給食センター　４３－０１８８
はなわこども園　５７－８７００
笹 原 幼 稚 園　４３－０６０１
東白衛生組合　４３－０３７８

おくやみ申し上げます
１０月１６日から１１月１５日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

小髙　信子 さ 
ん 99 歳 大 町

金澤　セツ さ 
ん 96 歳 真 名 畑

大竹　弘子 さ 
ん 65 歳 台 宿

鈴木　千代 さ 
ん 92 歳 真 名 畑

八幡　英至 さ 
ん 105歳 片 貝

藤田　一義 さ 
ん 91 歳 桜 木 町

和知初太郎 さ 
ん 92 歳 伊 香

後藤　キイ さ 
ん 91 歳 上 石 井

本多　正敬 さ 
ん 86 歳 板 庭

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の
　際に窓口に申し出てください。

　福島地方法務局と福島県人権擁護委員連合会では、

１２月４日（日）から１０日（土）までを「第７４回人権週間」

とし、この間を中心に啓発活動と相談活動を行います。

また、人権週間だけでなく電話相談を実施していますの

で、悩み事があれば下記のダイヤルにご連絡ください。

秘密は守られます。相談は人権擁護委員と法務局職員が

対応しますので、お気軽にご相談ください。

・みんなの人権１１０番　☎０５７０－００３－１１０

・子どもの人権１１０番　☎０１２０－００７－１１０

・女性の人権ホットライン ☎０５７０－０７０－８１０

■相談時間　年末年始を除く平日

　　　　　　午前８時３０分から午後５時１５分

■問い合わせ先　福島地方法務局人権擁護課

　☎０２４-５３４－１９９４

　自筆の遺言書を法務局で保管する制度「自筆証書遺言

書保管制度」をご存じですか。福島地方法務局を拠点に

白河支局でもウェブ会議システムでつなぎ、職員が説明

している様子を白河支局に設置した画面で見ることがで

きます。事前予約が必要で、参加は無料です。参加希望

の方は下記まで電話でお申し込みください。

■日　時　１２月２３日（金）、令和５年１月２４日（火）、

　　　　　２月２０日（月）

　　　　　午前１０時から１時間程度

■会　場　福島地方法務局白河支局（各日５人程度）

■持ち物　筆記用具、マスク　　　　

■申込、問い合わせ先　福島地方法務局供託課

　　　　　　　　　　　☎０２４-５３４-１９７１

　高校・大学などへの入学時や在学中の費用を対象に公

的な融資制度があります。お子さん一人につき３５０万

円以内を固定金利（年１.８０％、５月２日現在）で利用

でき、在学期間内は利息のみの返済です。詳しくは「国

の教育ローン」で検索するか、下記のコールセンターへ

問い合わせください。

■問い合わせ先 　

　日本政策金融公庫　教育ローンコールセンター

　☎０５７０-００８６５６（ナビダイヤル）

　国の教育ローン　で　検索　

　個人事業者の決算の方法・注意点を説明する動画「決算のし

かた（青色申告編・白色申告編・農業所得編）」をユーチュー

ブ国税庁動画チャンネルに掲載しています。ぜひ、ご覧くださ

い。（「国税庁動画　決算」で検索！）

■問い合わせ先　白河税務署

　　　　　　　　☎０２４８-２２-７１１１

　テクノアカデミー郡山では、ハローワークに求職申込をして

いて、受講あっせんを受けられる方を対象に、国家資格「介護

福祉士」の取得と介護福祉業界での正社員就職を目指すことを

目的にした２年間の教育訓練を実施します。

■募集コース　介護福祉士養成科

■訓 練 期 間　令和５年４月～令和７年３月（２年間）

■訓 練 会 場　県内の介護福祉士養成施設

■受　講　料　無料※テキスト代や保険代などは、個人負担

■そ　の　他　募集期間は、１月中旬から２月下旬を予定して

　います。受講対象者・申込み方法などは、問い合わせ先にご

　確認ください。

■問い合わせ先

　福島県立テクノアカデミー郡山 教務課委託訓練担当

　　☎　 ０２４－９４４－１６６３

　ＦＡＸ ０２４－９４３－７９８５

入札情報
こちらをご覧ください。

▼第 74 回⼈権週間と電話相談のお知らせ
福島地⽅法務局

▼介護福祉⼠養成科の訓練⽣を募集しています
テクノアカデミー郡⼭

▼⾃筆の遺⾔書を保管する制度の説明会があります
 福島地⽅法務局⽩河⽀局

▼個⼈事業者の決算のお知らせ
⽩河税務署

福島地方法務局
人権週間
ＱＲコード

▼国の教育ローンのご案内
⽇本政策⾦融公庫郡⼭⽀店

令和４年１０⽉３０⽇執⾏
福島県知事選挙結果

訂正　広報はなわ１０月号の２ページでスズキ建材とあるのは、

　　　すずき建材土木の誤りです。お詫びして訂正します。

　１０月３０日（日）、福

島県知事選挙が執行さ

れ、即日投開票されま

した。塙町の投票率は

５６.９５％、投票結果は

右記のとおりです。

立候補者名 得票数

内　 堀　 ま さ お 3,700 

草　野　よしあき 294 

小計（有効投票総数） 3,994.000 

無 効 投 票 数 27.000 

投 票 者 総 数 4,021.000 

国税庁動画
チャンネル
決算のしかた
ＱＲコード



Town Topics
10月 31日（月）　はなわこども園保育部で「ハ

ロウィーンお楽しみ会」が各クラスで行われました。

ハロウィーンはヨーロッパ発祥で秋の収穫を祝うお祭

りです。園児たちは、先生が隠したお菓子を探し、帽

子やマントで仮装し、職員室までパレードし、園長先

生からお菓子をもらい、自作のハロウィーンの飾り付

けをした袋に入れました。教室に戻り、ハロウィーン

のダンスをみんなで踊り、もらったお菓子を食べて、

ハロウィーンの行事を楽しみました。

11月４日（金）　はなわこども園幼稚部で敷地内に

植えたイモ掘りが行われました。この日は年長組の園

児が年少組をエスコートし、協力し自分たちで苗を植

え、水やりをして育てたサツマイモを折らないよう

に、堀り残しがないように確認しながら掘り起こしま

した。子どもたちは「７個とったよ」、「大きいのが掘

れたよ」と感想を述べ、大きく育ったサツマイモを収

穫しました。12月に焼き芋にして食べる予定です。

お菓子くれないといたずらしちゃうよ
― こども園保育部でハロウィーンパーティー ―

大きなサツマイモが取れたよ
― はなわこども園でイモ掘り ―

トリックオアトリート！（お菓子くれないといたずらしちゃうぞ）上手にとれたサツマイモ

11 月１日（火）から 11日（金）　町内の 65歳以
上の１人暮らしの高齢者のお宅を町長と担当地区の民
生委員で訪問する「友愛訪問」が行われました。
　この日該当するお宅を訪れた担当課長は「風邪をひ
かないように元気でお過ごしください」と、町からの
贈答品（タオル）を手渡しました。今年度は３４0人
が対象で、このほか社会福祉協議会から介護慰労金（自
宅で寝たきりの方を介護している家族への慰労金）を
配りました。町ではこのほかに、月に１回以上、１人
暮らしのお宅を訪問する高齢者見守り事業などを実施
しています。

11月 17日（木）　笹原小学校で地域住民の皆さ
んを講師に「わら・竹・木工細工教室」が行われました。
３・４年生は、しの竹で鉄砲を作り、５年生は木の板
を焼いて焼き板を作って色付け、６年生はしめ縄を作
りました。６年生は、講師に教えてもらい、わらの編
み方に苦労しながらも正月に飾るしめ縄を完成させま
した。「初めは、わらをもじるのが難しかったけど慣
れてきてうまくできました」と感想を話しました。

風邪をひかず元気でお過ごしください
― 町長と民生委員が自宅を訪問 ―

講師は先輩方　しめ縄づくり
― 笹小でわら・竹・木工細工教室 ―

石川タキ子さん（常世中野）㊨に贈答品を手渡す課長先輩講師に教えてもらいしめ縄を作りました

10月 31日（月）　に、塙ライオンズクラブ（斉藤
修一会長）が日本赤十字社福島県支部献血推進団体表
彰「銀色有功章」と「公衆衛生事業功労者に対する福
島県知事感謝状表彰」を受賞し、町役場で秦

しんの

公
きみお

男教
育長に受賞を報告しました。同クラブは、平成17年
から献血推進に取り組み、会員の献血協力だけでなく、
広く献血を呼びかけ、協力者に記念品を贈るなどの活
動を続けています。報告には、斉藤会長と松本光春奉
仕委員長が訪れ、「これからも献血に貢献し、協力し
ていきたい」と述べました。

11月９日（水）　塙小学校で「第２回幼小交流活動」

が行われました。はなわこども園年長組（47人）の

園児が４月の小学校入学前に塙小１年生と交流しまし

た。教室で園児たちは、ペアになった１年生から正し

い椅子の座り方、鉛筆の持ち方を教わり、全員で書き

順を確認し、平仮名の練習をしました。交流した園児

は「お勉強できてうれしい」、「花丸をつけてもらった」

など感想を述べ、１年生から手作りのメダルをプレゼ

ントしてもらいました。

献血推進に長年の協力
― ライオンズクラブが銀色有功章と知事表彰 ―

お兄さんお姉さんとお勉強
― 第２回幼小交流活動 ―

松本光春奉仕委員長㊧と斉藤修一会長１年生のお兄さんお姉さんから平仮名を教えてもらいました
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令
和
４
年
塙
町
功
労
者
表
彰
式

多
大
な
功
労
に
敬
意
と
感
謝

受賞おめでとうございます◆善行表彰
■功労表彰　株式会社レオ・コーポレーション

　　　　　　　代表取締役 吉村 太
だいすけ

佑 様
　令和４年塙町功労者表彰式が、11月３日

（木祝）に塙農村勤労福祉会館で行われま

した。式典では、宮田秀利町長が式辞を述

べ、受賞者に表彰状と記念品を贈呈しまし

た。

　吉村太佑さんは、長年多額の寄付をされ

功労表彰を受賞され、また、藤田礼子さん

と川又セツ子さんは、塙町民生委員として

12 年以上在職され、角田栄真さんほか 13

人は消防団員として勤務状況が良好であ

り、15 年以上勤務しているとして民生福

祉功労表彰を受賞されました。

（平成28年度から令和3年度まで 6年連続一
般公益と町政振興に多額の金銭を寄付された）

（塙町民生委員として 12 年以上在職し、地域住民の社会福祉
の増進のための活動をしている）

（消防団員として勤務状況が良好であり、15 年勤務している）

藤田　礼
れいこ

子さん
（植田）

藤田　裕
ひろき

樹さん
（材木町）

　親子で受賞は少し恥ずかしい

ですが光栄です。これからも地

域の皆さんの安全のため活動し

ます。

　受賞に身が引き締まる思いで

す。息子と一緒に受賞でき、嬉

しく思い、記念になりました。
親子で受賞された藤田さん親子で受賞された藤田さん親子で受賞された藤田さん

◆民生福祉功労者表彰
■功労表彰

藤田 礼子 様　川又 セツ子 様

　角田 栄
えいしん

真 様　緑川　恵
けい

 様　永野 和哉 様　

　石川 正成 様　生方 裕
ゆうや

也 様　吉成  透  様　　

　福多 雅志 様　高木　忍  様　松本  純 様　

　藤田 裕
ひろき

樹 様　吉成 正利 様　鈴木 純一 様　

　青砥 孝
のりみち

充 様　大竹 信也 様
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町
役
場
職
員
時
代
、
た
く
さ
ん
の
塙

町
の
皆
さ
ん
に
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

現
役
の
頃
に
私
が
担
当
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
講
座
」
（
町
民
や
町
職
員
が
町

お
こ
し
な
ど
を
学
ぶ
講
座
）
で
森

巌い
わ

夫お

先
生
（
明め

い
か
い海

大
学
元
教
授
で
林
業
・

農
山
村
振
興
の
第
一
人
者
）
に
出
会
い
、

町
を
元
気
に
す
る
に
は
人
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
と
の
教
え
か
ら
「
塙こ

う

望ぼ
う

舎し
ゃ

」

と
い
う
地
域
お
こ
し
団
体
を
設
立
し
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

片
貝
に
あ
る
小
野
田
自
然
塾
設
立
に

も
携
わ
り
、
小お

の

だ

野
田
寛ひ

ろ

お郎
さ
ん
（
元
日

本
陸
軍
少
尉
）
に
出
会
い
、
「
自
然
は

最
高
の
教
師
で
あ
る
。
人
は
一
人
で
は

生
き
ら
れ
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自

然
体
験
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
青
少
年
の

心
と
体
を
育
成
す
る
教
え
の
下
、
私
は

社
会
教
育
主
事
（
教
育
委
員
会
の
事
務

局
に
置
か
れ
る
専
門
的
職
員
で
社
会
教

育
を
行
う
者
に
対
す
る
専
門
的
技
術
的

な
助
言
・
指
導
に
当
た
る
）
と
し
て
長

年
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

偉
大
な
方
々
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝

し
、
こ
の
教
え
を
糧
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
観
光
協
会
の
職
員
と
し
て
、

塙
町
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
や
誘
客
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
蔓ま

ん
え
ん延

し
、
こ
こ
３
年
は
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す

が
、
感
染
対
策
を
取
り
、
つ
つ
じ
祭
り
・

ダ
リ
ア
祭
り
が
開
催
で
き
ま
し
た
。
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
通
じ
て
県
内
外

か
ら
人
々
が
町
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
イ
ベ
ン
ト
も
少
し
ず
つ
復
活
し
て

い
ま
す
。
観
光
産
業
を
通
じ
て
町
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
活
気
に
あ
ふ
れ
、
お
世

話
に
な
っ
た
多
く
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

見
ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
６
月
、
板
庭
の

奥
久
慈
塙
蒸
留
所
で
本
格
麦
焼
酎

『
水み

ず
ま
り毬

』
が
完
成
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
飲
み
ま
し
た
か
？　

ま
ろ
や

か
な
味
わ
い
で
、
す
ご
く
飲
み
や
す
い

で
す
。
町
の
お
土
産
品
と
し
て
も
お
薦

め
で
す
。
多
く
の
人
に
飲
ん
で
ほ
し
い

の
で
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

塙
町
に
は
隠
れ
た
魅
力
が
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
観
光
産

業
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
近
藤
信
次
さ
ん
（
片
貝
）
で
す
。

「
出
会
い
に
感
謝
」

金
かなざわ

澤 祐
ゆうすけ

介さん（台宿）
職業：塙町観光協会職員
趣味：スポーツ観戦
好きな食べ物：和食
好きな物：お酒
好きな言葉：なせば成る

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 397

水毬と金澤祐介さん

Kanazawa Yusuke

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　所

小松  由
ゆいと

弦 さ ん 祐也 さ ん・ 京花 さ ん 10/18 上石井

叶
かのうだ

多　　類
るい

さ ん 諒 さ ん・亜里咲さ ん 10/25 大　町

小松　拓
たくほ

穂 さ ん 俊介 さ ん・ 祐子 さ ん 11/4 本　町

こんにちは⾚ちゃん
１０月１６日から１１月１５日までの届け出

■株式会社星電設　様

　電気敷毛布３枚（一人暮らしの高齢者へ）

　大型空気清浄機１台（会社設立 60周年を記念し、

　役場庁舎に設置し、来庁者のために使ってほしい）

心温まる善意に感謝（11月）

星 和典社長㊧と穂積保彦専務



新
し
く
な
り
ま
し
た

12月4日（日） 木 村 医 院
☎４６―３５２８ 12月30日（金） 和 田 医 院

☎３３―２０１２

12月11日（日） あらまちクリニック☎３３―８０１８ 12月31日（土） 大 木 医 院
☎３３―２４２４

12月18日（日） つちやクリニック☎４３―２２５０ 1月1日（日・祝） 深谷クリニック☎３３―３２２３

12月25日（日） 東 館 診 療 所
☎４６―２３１２ 1月２日（月） 車 田 病 院

☎４３―１０１９

●休日の当番医
　男性 4,070人（＋3）　世帯数 3,303世帯（＋2）
　女性 4,152人（－3）　　　（　）内は前月比

●町の人口　８，２２２人（１１月１日現在）

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳
　　の人口、世帯数を掲載しています。

　町　　県　　民　　税　４期
　国 民 健 康 保 険 税　６期
　後期高齢者医療保険料　５期
　介　護　保　険　料　６期
納付期限　１２月２６日（月）

◆口座振替日は１２月２６日（月）です。
スマートフォンなどでも納付できます。

●今月の納税など

広報 282022－12

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

☆
初
め
て
「
は
な
わ
の
秋
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
久
々
の
お
祭
り
に

た
く
さ
ん
の
方
が
来
て
言
葉
に
は
出

さ
な
く
て
も
お
客
さ
ん
も
お
店
の
方

も
祭
り
を
楽
し
む
様
子
や
、
こ
う

い
っ
た
機
会
を
待
っ
て
い
た
気
持
ち

が
伝
わ
り
ま
し
た
。
携
帯
電
話
の
歩

数
計
を
見
た
ら
、
写
真
撮
影
で
あ
の

狭
い
と
こ
ろ
を
２
万
歩
以
上
、
約
15

㌔
歩
い
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
だ
け
歩

く
ん
だ
私
☆
笹
原
小
学
校
の
創
立

１
５
０
周
年
記
念
式
典
へ
。
歴
史
と

伝
統
の
重
み
を
実
感
し
つ
つ
、
全
校

生
の
太
鼓
演
奏
に
感
動
。
ま
た
、
校

章
で
あ
る
サ
サ
リ
ン
ド
ウ
。
リ
ン
ド

ウ
に
は
、
勝
利
・
誠
実
な
ど
の
花
言

葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。
へ
え
へ
え
☆

笹
原
小
は
小
さ
い
学
校
で
す
が
、
だ

か
ら
こ
そ
一
人
一
人
が
輝
き
、
活
躍

し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
（
下
重
）

発
行
・
編
集

／
塙
町
役
場
〒
９
６
３
―

５
４
９
２

ま
ち
振
興
課
福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
大
町
三
丁
目
21
番
地

印

刷
／
佐
藤
印
刷
所
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
４
７
）
４
３
―

２
１
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
４
７
）
４
３
―

２
１
３
７

ち
ょ
っ
と
一
言

塙町フェイスブック 塙町ツイッター 塙町インスタグラム

塙町ホームページ

塙
の
紅
葉
を
満
喫

ポ
タ
リ
ン
グ
は
な
わ
と
も
み
じ
祭
り

　１１月６日（日）「ポタリングはなわ２０２２」が、湯遊

ランドはなわをスタート・ゴールに開催されました。ポ

タリングはサイクリングの一種で景色などを楽しみなが

らのんびり走ります。このイベントに県内外から５０人

が参加し、約２５㌔のコースを紅葉を楽しみながら走り

ました。コースの大蕨地区では、もみじを育てる会（神

永哲彦会長）が「もみじまつり」を開催中で、休憩の場

になっており、手作りの「豚汁」をふるまいました。

　千葉県から団体で訪れた自転車愛好家は、「天気がと

ても良く、紅葉が見頃で気持ちよく走れました。また来

たいです」と感想を述べました。

紅葉を楽しみながらサイクリング

たくさんの人で賑わったもみじまつり


